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＜特 集＞「新入生歓迎交流会」を開催！ 

 ４月23日(火)に留学生センター主催の新入生歓迎交流会を開催しました。事

前の学生スタッフの呼びかけもあり、この日は50名以上の留学生、日本人学生が

参加をしてくれました。 

 交流会では、はじめにテーブル毎に自己紹介とフリートークの時間を設けました。新

入生から先輩へ質問をしたり、日本人学生から留学生へ質問をしたりするなど、学

生スタッフが用意したお菓子を食べながら、それぞれのテーブルで話に花を咲かせてい

ました。 

 つづいて、レクリエーションのけん玉大会を開催！

１分間でお皿に何度乗せられるかを競いました。初

めて体験する留学生が多い中、何度も遊んだことが

あるという上級者もいて、大変盛り上がりました。 

 参加したある留学生は、「多くの母国以外の人と

たくさん話すことができた。また、けん玉は初めてだっ

たが上手にできて嬉しかった。」と、参加の様子を聞

かせてくれました。 

 お昼休みの限られた時間での開催となりましたが、留学生と日本人学生のよい交

流の機会となったことと思います。 

こども園での異文化理解教室 

 静岡市内のこども園で、ミャンマー出身の

留学生ナン ソー カリヤー ウーさん(人間

社会３年)とミャ パール ソーさん(人間社

会３年)が異文化理解教室を行いました。 

 ナンさんとパールさんの話すミャンマーの食

べ物や暮らしに、子どもたちは興味津々。

特に、ミャンマー最大のお祭り「水かけ祭り」

について聞くと、僕も、私もやってみたい！と

目を輝かせていました。 

けん玉に挑戦するサイさん 



 2024年ふじのくに国際 

 交流親善大使に任命！ 

 静岡県在住の外国人が、地域社会で

活躍する「ふじのくに国際交流親善大

使」の委嘱式が７月27日(土)に行わ

れ、本学の留学生が親善大使として任

命されました。 

 親善大使に選ばれたのは、ミャンマー出

身の留学生ミャ パール ソーさん(人間

社会３年)、インドネシア出身のウィディヤ 

メディアントさん(人間社会３年)、サク

ディア サムリさん(人間社会２年)の３

名です。 

 留学生センターの学生スタッフとしても

活動するパールさんは、「これから母国ミャ

ンマーと日本の交流の懸け橋となれるよう

頑張りたいです」と語ってくれました。 

 静岡市「日本一留学生が住みやすいまち 

          プロジェクトチーム」のインタビューに協力！ 

 ７月12日(金)に静岡市役所清水庁舎・清水区役所にて、静岡市職員の皆さんとの 

交流会にベトナム出身のグエン ティ ミー リンさん(人間社会４年)、タイ出身のポンタムロ

ン カンヤパックさん(人間社会３年)、スリランカ出身のガマラララーゲ チンタカ サンダルワ

ン ペレーラさん(現代コミュニケーション２年)、ヘーラット ラーララーゲ サンドゥニ ドゥラクシ

カさん(現代コミュニケーション２年)の４名が参加しました。 

 窓口の視察では、戸籍住民課・保

険年金課・地域総務課を紹介して

いただきました。職員の皆さんの丁寧

な説明を、留学生の皆さんは真剣に

聞いていました。説明を聞き終えたサ

ンドゥニさんは、「友人が静岡に引っ

越してくることがあれば、今日聞いた

ことを教えたい」と話してくれました。 

 視察の後は会議室に場所を移し、インタビュー形式で行う交流会に参加しました。静岡

市での暮らしについて尋ねられたチンタカさんは、「静岡市は自然豊かで親切な人が多く、と

ても住みやすい」と、静岡市の魅力を伝えました。その後も、職員の方より休日の過ごし方

について尋ねられたり、留学生から静岡市役所に外国人の職員がいるかを聞いたりなど、終

始和やかな雰囲気の交流会でした。 

保険年金課の説明を聞く留学生の皆さん 

交流会に参加した(左から)ミー リンさん、チンタカさん、サンドゥニさん、ポンタムロンさん 親善大使に任命されたパールさん 

 スリランカ学生とのオンライン交流会 

 ６月14日(金)に、日本への留学に興味を持っているスリランカの学生と本学 

の留学生とのオンライン交流会が、ふじのくに地域・大学コンソーシアム主催で 

開催されました。今回で２回目となる本交流会ですが、現地学生からの質問 

に答えるコーナーでは時間が足りないほどに問い合わせがあり、日本への留学に 

興味を持つ学生がとても多いことを実感しました。この取り組みは今後、他の国 

でも実施を予定しています。 
日本での生活について話すチンタカさんとサンドゥニさん 



 

賈 永波 さん 
 カ     エイハ 

（中国出身） 

（略歴） 
 中国のハルビン出身。 
 2019年年７月に来日し、
東京 三立 学院 日本 語学
校）へ１年半通った後、静
岡英和学院大学に入学。川
島 ゼ ミ に 所 属 し、経 営 メ
ジャーを学ぶ。 
 趣味は料理と旅行。旅を
通して、日本各地の文化や
建築の歴史についての理解
を深めている。 

君に迫る！～留学生の静岡における素顔に迫る～Vol.17 

 Ｑ１．静岡に来てよかったと思うことは何ですか？ 

       静岡は気温が暖かく住みやすいところです。自然に恵まれ、富士山や駿河湾など美し 

      い景色を日々楽しむことができます。特に駿府の工房匠宿は、国内最大級の伝統工芸 

      体験施設で、千筋細工や陶芸などを体験できるところが楽しいです。

 

 Ｑ２．入学時に困ったことはありましたか？ 

       入学時は日本語能力が低かったため、授業の内容について、理解できないところがあり      

      ました。大学生活や授業に慣れるようになるまでに１年かかりました。 

 Ｑ３．なぜ静岡英和学院大学を選んだのですか？ 

       静岡英和学院大学の人間社会学科では、分野を横断的に学ぶことができます。 

      また、少人数授業で、先生が学生一人一人にきめ細かい学習指導をしてくれることに魅 

      力を感じたため、静岡英和学院大学を選びました。 

 

 Ｑ４．大学生活を通して、最も変わったことは何ですか？ 

       大学生活を通して、自立性とコミュニケーション能力が高まり、課題解決能力や独立 

      判断力が身につきました。学校ではたくさんの人と交流する機会が多くあるので、日本語 

      のスキルも大幅に高まりました。 

 

 Ｑ５．出身の国のよいところを、ひとつ紹介してください。 

       中国は56の民族があって、多様な民族文化や飲食文化、方言などがあります。地域 

      によって文化が異なっているところが魅力の一つだと思います。  

私のとっておき静岡スポット 

四季折々の景色が楽しめる日本平 

夜景とともに撮影した、お気に入りの１枚 



お問い合わせ先  

お気軽にお問い合わせください。   

静岡英和学院大学 

 ・人間社会学科 

 ・コミュニティ福祉学科        

静岡英和学院大学短期大学部 

 ・現代ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

 ・食物栄養学科  

〒422-8545静岡県静岡市 

駿河区池田1769番地  

054-261-9201(代表） 

info@shizuoka-eiwa.ac.jp 

 

留学生センター 

留学生の生活やさまざまな疑問

にお答えします。 

054-264-9489（直通） 

 

英和入試センター 

入試制度や受験相談等何でも

お問い合わせください。 

054-261-9322（直通） 

 

企画部連携課 

日本語学校様等機関のご相談

はこちらに。 

054-262-0091（直通） 

静岡英和学院大学が皆様と夢をつなげます  


